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担い手の経営のライフステージに応じた支援 

 

(6) 新規就農者への資金支援に係る積極的な取り組みについて 

ＪＡあづみ（長野県） 

 

 

新規 継続 

 
○ 

（平成 27 年 10 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

当ＪＡ重点品目の「夏秋イチゴ」の新規就農者増加に伴い、積極的な資金支援の

為、制度資金を中心とした資金の円滑な実行を目的とし、事業計画策定の段階か

ら、ＪＡ（営農・金融）信連、普及センター、公庫、行政との連携による取組の

強化を継続しております。 

 

2 概要 新規就農者と各部門担当者参加による打合せ会議において、意見交換・情報交換

による「実抜計画」を基本とした実践的なアドバイスにより、経営改善および資

金面のバックアップを行います。 

 

3 成果 

（効果） 

平成 28年度は、24件を実行しました。 

※実行資金：青年等就農資金、農業近代化資金、農業経営基盤化資金（スーパー

Ｌ資金）等 

申込相談の早期段階から携わることにより新規就農者との関係性が高まってお

り、積極的なアプローチにつながっています。 

 

4 今後の予

定（課題） 

平成 29年度は、7月末の段階で実行 4件、相談受付 5 件という状況です。今後は、 

資金実行後もアフターフォローとして、部会等を通じた面談や継続的な個別訪問

等を行い、次世代就農者及び既存就農者へのサポートを継続的に実施いたします。 
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